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Ｑ１　パーソナルトレーニングを指導

するまでのいきさつをお話しください。

飯塚　大学 1 年の頃、FITNESS CLUB 

beginでアルバイトをしていたのです

が、そこで出会った武藤尚志トレー

ナーに憧れてフィットネスの世界で働

きたい、素晴らしいトレーナーになり

たいと思い、 21 歳からの夢となりまし

た。しかしながら、大学では特別に運

動の勉強をすることはなかったので、

一から勉強をすることも兼ねてフィッ

トネスクラブへ就職し、そこで成長し

ていこうと考えました。就職活動です

べてのフィットネスクラブにエント

リーしたことを思い出します。

Ｑ２　これまでと現在の活動状況につ

いてお話しください。

飯塚　パーソナルトレーナーとして仕

事をしていく上で、トレーナーの知識、

資格を取得するだけでは成功できると

は思えません。大学卒業後は社会経験

を積んで自分自身を磨くために（株）

リーヴ・スポーツに入社しました。そ

こではトレーナーに必要な知識の向上

だけでなく、販促活動や経理など様々

な経験をしました。

　（株）リーヴ・スポーツから（株）ルネ

サンスに名称が変わったタイミング

で、フィットネスチーフという役職に

就くことになりました。そしてパーソ

ナルトレーナー業務はもちろん、様々

な管理を任されました。サプリメント

販促などにおいて販売実績に貢献する

こともできました。

　同時にNSCAの資格を取得するため
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チーフ
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クライアントの微細な変化を見極めるた
めのスキルアップには終わりがない

競争の厳しいパーソナルトレーニング業界で、指導者として活躍す
るためには、どのようなことが大切なのか。実際に第一線で指導さ
れている方々の言葉から探っていく。そこから少なからず共通する
ものが見えてくるはずである。

に勉強をして、何年もかかりましたが

NSCA-CPTとCSCSを取得しました。

社会経験と資格取得にチャレンジし

ていたため毎日多忙だったのですが、

妻が背中を押してくれたこともあり、

パーソナルトレーナーとして今年よう

やく独立できました。

　また、2009 年にはPortland State 

University、Bastyr Universityに、

 2010 年にはFlorida Atlantic Univer-

sityに、 2011 年には米国NSCA Head-

quartersにて研修を受けました。短期

海外研修で学んだことはアスレティッ

クトレーニング、ウェイトトレーニン

グ、HOPS、人体解剖実習、プログラ

ムデザインやプライオメトリックスの

授業、アスリートのケア、キネシオ

テーピング、ホワイトテーピング方法、
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TRXなど基本的なものから日本では

まだ普及されていないものまであり、

スキルアップすることができました。

トレーナーとして大幅にスキルアップ

を望むなら、米国でも学ぶことをおす

すめします。自分に何が足りないのか

気づくことも多いです。短期海外研修

では、スキルアップだけでなく、自信

にも繋がりました。

　現在はスポーツクラブルネサンス東

久留米で活動しております。今後、他

の会社でも活動していきます。クラ

イアントは中学生、高校生（インター

ハイの選手）や高齢者、ダイエット目

的の方、機能改善を目的とした方にト

レーニングを指導しております。指導

内容は具体的に膝が痛い、肩が痛くて

挙がらないなどの機能改善の指導が多

いです。ダイエット指導も多く、筋力

トレーニングや食事指導も行なってお

ります。

Ｑ３　指導で大切にしていることや得

意なことは何でしょうか。

飯塚　クライアントに対して感謝の気

持ちを忘れずに持つことです。そして

クライアントの目標を達成するため

に、大切な時間をいかに有効にするか

を考えて指導しております。

　私は指導の中でクライアントの動

き、筋の収縮や骨の位置、靭帯、血管

などすべてをよく観察するようにして

います。この眼を養うことで微細な変

化に気付き、特に機能改善が必要な方

を良い方向へ指導ができるようになる

と思います。

Ｑ４　これまでの活動でうまくいかな

かったエピソードがあればお話しくだ

さい。

飯塚　失敗したことは、ダブルブッキ

ングをしたことです。こういうときは

どちらかのクライアントを断らなけれ

ばなりません。お断りさせていただく

場合、丁重に謝罪して次回は無料で

セッションをするなど、誠意を伝える

と良いかなと思います。

Ｑ５　ご自身の課題や今後の目標など

についてお話しください。

飯塚　課題は、自分自身のトレーニン

グ、解剖学の知識向上、筋膜リリース

のスキルアップ、キネシオテーピング

のスキルアップや自己啓発など、数え

上げるときりがありません。毎日、繰

り返し、繰り返し、自分が変わるまで

努力を続けていきたいと思います。

　今年はオリンピックイヤーで世界

のアスリートに感動をいただきまし

た。 4 年後は自分の指導している選手

とともにブラジルにいけたらいいなと

考えております。

　また、プライベートでは子どもを授

かって幸せな家庭を築きたいと思いま

す。

　最後に、このような貴重な機会をい

ただきましてNSCAジャパン事務局の

皆様に御礼申し上げます。

　私自身もまだまだ未熟でありますが

パーソナルトレーナーを目指している

方へ少しでもお役に立てたらと思い、

自身の経験を語らせていただきまし

た。今後どこかでお会いするときは皆

様、ぜひお声をお掛けいただけたらと

思います。◆

指導の中で、動きから様々な
要素（筋、骨、靭帯、血管など）
をみることでちょっとした変
化も見逃さないよう意識して
います。


